
し っ か り し た 妻
    箴 言 に 啓 示 さ れ た ” イ ェ シ ュ ア ”   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖書は【新改訳 2017】から引用しています。

 ベレーシート 
箴言の最終章 31 章には、全 22 節から成るアーレフベートの詩と呼ばれる詩文が綴られています。

それは各節の最初に、アーレフからターヴまでの 22 のヘブル文字を順番に並べて構成されています。

「しっかりした妻・有能な妻」というタイトルが付けられ、一般に、働き者で、家族に良く気を配り、愛

情深く、知恵のある妻、そのようなしっかりした妻を見つける者は幸いである、という意味合いで解釈さ

れています。

しかし、「 聖書は、わたしについて証ししているものです。」(ヨハネ 5：39)という、聖書解釈の原則は、

この詩においても顕著に表されています。

ヨハネ黙示録において、イェシュアは３度こう言われました。「わたしは初めであり、終わりである。」

「わたしは アーレフ であり、ターヴ である。」と。
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これは、相反する 2 つのものを取り上げることで、その間に存在する全てのものを包括するヘブル語の表

現方法です。ここではヘブル文字の最初と最後の文字、א アーレフと ターヴをもって、その間にある ת

全てのヘブル文字を表しています。つまり、イェシュアが א アーレフであり、ת ターヴであるとは、

ヘブル文字の全てがイェシュアを証ししているという意味になります。その言葉通りに、22 のヘブル文字

によって構成されたこの詩の一節一節の中に、イェシュアが明確に証しされているのです。

    【新改訳 2017】箴言 31 章 10～31

     

     10 しっかりした妻をだれが見つけられるだろう。彼女の値打ちは真珠よりもはるかに尊い。

     11 夫の心は彼女を信頼し、彼は収益に欠けることがない。

     12 彼女はその一生の間、夫に良いことをし、悪いことをしない。

     13 羊毛や亜麻を手に入れ、喜んで自分の手でそれを仕上げる。

     14 商人の船のように、遠い所から食糧を運んで来る。

     15 夜明け前に起きて、家の者に食事を整え、召使いの女たちに用事を言いつける。

     16 よく調べて畑を手に入れ、自分の稼ぎでぶどう畑を作り、
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     17 腰に力強く帯を締め、腕に力を入れる。

     18 収入が良いのを味わい、そのともしびは夜になっても消えない。

     19 糸取り棒に手を伸ばし、手に糸巻きをつかむ。

     20 苦しむ人に手を差し出し、貧しい人に手を差し伸べる。

     21 家の者のために雪を恐れることはない。家の者はみな、紅の衣服で身を包んでいるから。

     22 自分のための敷き物を作り、衣服は亜麻布と紫の撚り糸でできている。

     23 夫は町囲みの中で人々によく知られ、土地の長老たちとともに座に着く。

     24 彼女は亜麻布の衣服を作って売り、また、帯を作って商人に渡す。

     25 力と気品をまとい、ほほえみながら後の日を待つ。

     26 知恵をもって口を開き、その舌には恵みのおしえがある。

     27 家の者の様子をよく見守り、怠惰のパンを食べない。

     28 その子たちは立ち上がって彼女をたたえ、夫も彼女をほめたたえて言う。

     29 「力ある働きをする女は多いが、あなたは、そのすべてにまさっている」と。

     30 麗しさは偽り。美しさは空しい。しかし、主を恐れる女はほめたたえられる。

     31 彼女の手が稼いだ実を彼女に与え、そのわざを町囲みの中でほめたたえよ。
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אֵֽ              ׃  הּ רָֽ  כְ נִ֣ים מִ י נִ פְּ  חֹ֖ק מִ רָ צָ֑א וְ  מְ מִ֣י יִ ל  חַ֭יִ ת־ שֶׁ     

    しっかりした妻をだれが見つけられるだろう。彼女の値打ちは真珠よりもはるかに尊い。

 

まずこの詩の最初に、しっかりした妻の価値が、真珠よりもはるかに尊いことが詠われています。

 

箴言３章にはこのような表現があります。

「 知恵は真珠よりも尊く、あなたが喜ぶどんなものも、それと比べられない。」 (箴言 3：15)

 

箴言の中で「知恵」は擬人化して使われ、イェシュアまたはイェシュアの霊を表してます。

 

これらのことから、真珠よりも尊い「しっかりした妻」とは、「知恵」のことであり、さらに

「イェシュア」のことであることが分かります。

知恵が女性名詞であることから、ここでは知恵が妻として語られています。

 

イェシュアが霊として人の内に宿る時、イェシュアの霊がその人に対して妻として関わるようになります。
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つまり、これは人の新創造の話であり、人の霊の中にミングリングしたイェシュアの霊が、人の内側で

「しっかりした妻」としての働きを成すことを語っているのです。

 

 箴言 12 章にも同じ「しっかりした妻」という言葉が使われています。

 

「 しっかりした妻は夫の冠。恥をもたらす妻は、夫の骨の中の腐れのようだ。」 (箴言 12:4)

 

ここでも「しっかりした妻」はイェシュアの霊のこと、正確に言うなら、イェシュアの霊を宿した人の霊

のことです。

ここに「しっかりした妻」は夫に良いものを与え、「夫の冠」となることが語られています。

 

また、その反対に「恥をもたらす妻」という言葉も使われており、その妻が「夫の骨の腐れ」であると表

現されています。

骨 (צֶם צַם) エツェム) の語源は、力 עֶ 。アーツァム) で、骨の腐れとは、人の力を奪う存在のことです עָ

つまり「恥をもたらす妻」とは、罪によって機能不全を起こした人の霊を指していると考えられます。
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בָּ֣ סָֽר׃   לֹ֣א יֶחְ לָ֗ל   שָׁ וְ֝ הּ  לָ֑ עְ לֵ֣ב בַּ בָּ֭הּ  ח  טַ     

    夫の心は彼女を信頼し、彼は収益に欠けることがない。

さて、ここに「夫」が登場します。聖書において夫と妻の関係は、神とイスラエルです。

しかし、これは理解の型紙です。箴言ミシュレーは譬えの書であり、謎の書です。

この型紙を破らなければ、ここに語られていることは見えて来ません。

 

前の節で妻が知恵なるイェシュアであると解釈しましたが、妻は夫にとって助け手であり、助言者でもあ

ります。これは「不思議な助言者」(イザヤ9:6)としての、イェシュアの霊の働きを表しています。

そしてこの詩の中で、夫とはその霊を宿した人、イスラエルの残りの者を指します。

彼らは「恵みと嘆願の霊」を受け、内にイェシュアの霊を宿します。

「夫の心」とは彼らの魂のことで、「彼女を信頼し」には ח טַ 、が使われており、夫の魂は (バータハ) בָּ

妻であるイェシュアの霊を信頼し、安心しているという意味になります。

霊の機能不全が回復した彼らの魂は、霊の中に生きることによって真の平安を味わい、霊から流れ出す霊

的祝福としての「知恵と知識の宝」や「聖霊の賜物」によって心が満たされ「収益に欠けることがない」
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ことが、ここに語られています。収益は  ל לָ שָׁ  (シャーラール)で戦利品・分捕り物のことです。

この戦利品とはイェシュアが復活によって死に勝利し、信じる者に分け与えられた聖霊のことで、彼らは

聖霊に満たされ、霊に欠乏を覚えることがないと言っているのです。

יֶּֽיה׃ גְּ  מֵ֣י חַ  כֹּ֝֗ל יְ  רָ֑ע  לֹא־  ב וְ ט֣וֹ הוּ  לַ֣תְ  מָ     

    彼女はその一生の間、夫に良いことをし、悪いことをしない。

「それは、肉に従わず御霊に従って歩む私たちのうちに、律法の要求が満たされるためなのです。」

                                                                                                                              (ローマ 8:4) 

「 神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召された人たちのためには、すべてのことが

ともに働いて益となることを、私たちは知っています。」  (ローマ 8:28)

 

しっかりした妻であるイェシュアの霊が、夫である残りの者の魂を導き、律法に従って歩むことを可能と

させるのです。つまり、「霊に従って歩む、彼らの内に、律法の要求が満たされること」が「良いこと」

であり、その「良いこと」とは、御霊の働きによって彼らが神の似姿に造り変えられることです。
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恵みと嘆願の霊によって、彼らの上に始まったこの新創造の御業は、彼らにみ言葉を悟らせ、彼らを通し

て多くの収穫をもたらします。

さらには御国においても聖霊の実を豊かに実らせ、彼らに王なる祭司の務めを全うさせるのです。

דָּ֭                     פֶּֽיהָ   כַּ ץ חֵ֣פֶ  שׂ בְּ תַּ֗עַ  תִּ֑ים וַ֝  שְׁ  ר וּפִ צֶ֣מֶ ה  שָׁ  ׃רְ     

    羊毛や亜麻を手に入れ、喜んで自分の手でそれを仕上げる。  

 

「羊毛と亜麻糸を混ぜて織った衣服を着てはならない。」  (申命記22:11)

 

トーラーにおいて、羊毛と亜麻の混紡は禁じられていましたが、

大祭司の衣装、エポデや胸当てには特別にそれらが使われていました。

ここには受肉された初臨のイェシュアが証しされています。

イェシュアはその生涯の中で、大祭司としての務めを果たされたことがこの節には表されており、

イェシュアの大祭司としての歩みを、ここでは大祭司の衣装を織ることに譬えて詠っているのです。
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その衣装には、撚り糸で織った亜麻布の上に、金の糸や、青色、紫色、緋色の毛糸によって刺繍が施され

ていました。金色は神性、青色は天を表し、紫色は王を、緋色は贖いを表します。

また、亜麻布はイェシュアの罪なき生涯、義を象徴します。

つまり、天から下られた神の御子イェシュアが罪なき生涯を送られ、アダムの失敗を踏み直して贖いを成

し遂げ、御国において王となられることがこの大祭司の衣装には表されているのです。

 

「キリストは御子であられるのに、お受けになった様々な苦しみによって従順を学び、

完全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠の救いの源となり、

メルキゼデクの例に倣い、神によって大祭司と呼ばれました。」  (ヘブル 5：8-10)

 

このみ言葉にもあるように、罪人を救うために来られたイェシュアが、その生涯の中で大祭司としての

務めを全うされたことが、この節には記されています。 

הָ֭ ׃  מָֽהּ  חְ בִ֥יא לַ  תָּ חָ֗ק   רְ מֶּ  מִ֝ חֵ֑ר   ת סוֹ יּ֣וֹ  נִ כָּאֳ ה  תָ יְ    

    商人の船のように、遠い所から食糧を運んで来る。
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イェシュアが来られた目的は、天と地をつなぐためでした。

なぜなら、イェシュアが来られるまでは、人間の罪によって天と地は遠く離れていたからです。

イェシュアは、その遠い所から食料ם חֶ 。である、いのちのパンを運んで来られました（レヘム）לֶ

つまり、遠いところとは天のことで、食糧とは「いのちのパン」であるイェシュアご自身のことです。

 

「わたしは天から下って来たパンです。」(ヨハネ 6：41) とある通りです。

 

また、船 יָּה נִ נָה の語源は (オニッヤー) אֳ で近づくという意味を持ち、食料を運んで来る (アーナー) אָ

目的が、人が神に近づくための贖いであると解釈できます。

また「商人」とあるのは、イェシュアがこの食糧であるパンを売りに来られたことを言い表しています。

しかし、気前の良いイェシュアはこのパンを「代価を払わずに買いなさい。」(イザヤ55：1) と言われる

のです。

 

いのちのパンであるイェシュアは、ご自身を人々に分け与えるために、人となって天から下って来られた

のです。
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׃ וַ  תֶֽיהָ רֹ  נַעֲ חֹ֗ק לְ וְ֝ תָ֑הּ  י בֵ ף לְ טֶ֣רֶ תֵּ֣ן    ה וַתִּ לָ לַ֗יְ ד  וֹ ע֬ ם בְּ תָּ֤קָ      

    夜明け前に起きて、家の者に食事を整え、召使いの女たちに用事を言いつける。

「夜明け前に起きて」とはイェシュアの復活のことです。

なぜなら「起きて」には復活用語の  קוּם (クーム)が使われているからです。

「家の者に食事を整え、召使いの女たちに用事を言いつける」はパラレリズムが使われており、

「家の者」と「召使いの女たち」が同義、「食事を整え」と「用事を言いつける」が同義です。

「食事」と訳された ף רֶ には「獲物」という意味があり、「用事」と訳された(テレフ) טֶ に(ホーク) חֹק

は「分け前」という意味があります。

 

これを原語通りに訳すなら、「家の者」に獲物を与え、「召使の女たちに」分け前を与えるとなります。

家の者、召使の女たちは御国を受け継ぐ神の家族のこと、獲物、分け前とは、復活の日の夕べに弟子たち

に与えられた「聖霊」のことです。
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創世記に次のような記述があります。死期が近づいたヤコブが 12 人の息子たちを呼び集め、終わりの日に

起こることを預言した時のことです。その中でベニヤミンについて語ったのがこの箇所です。

 

「ベニヤミンは、かみ裂く狼。朝には獲物を食らい、夕には略奪したものを分ける。」創世記49:27

 

ベニヤミンは右の子イェシュアのことを指し、「朝に獲物を食らい」とは復活によって死に勝利し獲物を

手に入れることを言い表しています。また、「夕に略奪した物を分ける」とは、復活の日の夕方、イェ

シュアが弟子たちに現れて息を吹きかけた出来事を指します。イェシュアが死から復活したことによって、

人が罪によって失っていた聖霊を父から受け取り、人々に再びそれを分け与えることを言っているのです。

 

このように、この箇所にはイェシュアが早朝に復活し、その夕べに息を吹きかけて弟子たちに聖霊を分け

与えられたことが記されています。

ם׃ זָ        כָּֽרֶ  ה  עָ נָ֣טְ פֶּ֗יהָ   רִ֥י כַ֝  פְּ  חֵ֑הוּ מִ  קָּ ה וַתִּ דֶ שָׂ֭ מָ֣ה   מְ    

    よく調べて畑を手に入れ、自分の稼ぎでぶどう畑を作り、
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「天の御国は畑に隠された宝のようなものです。その宝を見つけた人は、それをそのまま隠しておきます。

そして喜びのあまり、行って、持っている物すべてを売り払い、その畑を買います。」  (マタイ 13：44)

 

この畑とは神の宝の民イスラエルです。それは終りの日まで隠しておかれる宝、イスラエルの残りの者の

ことです。よく調べてとあるように、イェシュアは神の選びに従って、畑である彼らの霊の中に、いのち

を与える御霊として住まわれ、その良い地にぶどう畑を作られます。「自分の稼ぎ」とは十字架の死と復

活のことで、死と復活を通ることで、イェシュアは御霊となって人の内に住むことが可能となるのです。

「わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。

人がわたしにとどまり、わたしもその人にとどまっているなら、その人は多くの実を結びます。

わたしを離れては、あなたがたは何もすることができないのです。」  (ヨハネ 15：5)

 

ぶどう畑を作る目的は、その畑に豊かな実を実らせるためです。

「人がわたしにとどまり、わたしもその人にとどまっているなら」とは、人の霊の中に聖霊が内住するこ

とです。イェシュアの霊とミングリングして一つとなった人の霊が、良いぶどう畑です。

この畑の中にみ言葉の種が蒔かれるなら豊かに実を結び、３０倍、６０倍、100倍の収穫を得るのです。
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חָֽ ׃  תֶֽיהָ  רֹעוֹ  מֵּ֗ץ זְ   אַ נֶ֑יהָ וַ֝תְּ  תְ ז מָ ע֣וֹ  רָ֣ה בְ  גְ    

    腰に力強く帯を締め、腕に力を入れる。

イスラエルの残りの者が得る収穫とは、彼らの宣教によって救われる「大勢の異邦人」יִם  (ゴーイム)  גּוֹ

のことです。

そして、その働きの原動力となるのが、彼らの内に住まわれるイェシュアの霊です。

 

ここでは、イェシュアの霊の力ある働きを、「腰に力強く帯を締め、腕に力を入れる」という言葉によっ

て象徴しています。

 

残りの者に注がれた恵みと嘆願の霊によって、彼らの内にイェシュアの霊が力強く働き、み言葉を悟らせ、

御国の福音を力強く宣べ伝える力を与えます。

人は聖霊を宿す器であって、全ての神の働きは、聖霊の力によって成されます。

つまり、イェシュアご自身が、腰に帯を締め、腕に力を入れられるのです。
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טָ֭ הּ  רָֽ ה נֵ לָ לַּ֣יְ  בֶּ֖ה בַ  כְ א־יִ לֹֽ רָ֑הּ   חְ ב סַ ט֣וֹ י־ ה כִּ מָ ׃עֲ     

    収入が良いのを味わい、そのともしびは夜になっても消えない。

収入が良いとは彼らの宣教によって結ばれる収穫の実が、「数えきれない異邦人」であることよって表さ

れています。

 

そして、そのともしび、すなわち聖霊によって成される彼らの働きは、「夜」である大患難の中で消える

ことがないのです。原文では「彼女のともしびは夜に消えない」とあり、このともしびは夜になってから、

つまり大患難の中でともされ、そしてその暗闇の中でともされ続けるのです。

 

獣と呼ばれる反キリストが支配するこの終りの時代に、激しい迫害の中にあっても、彼らの宣教の力は衰

えることなく、自分たちの敵である異邦人を救いに導きます。

 

その力は、彼らの内に住む「しっかりした妻」の働きによるものなのです。
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יָ֭   ׃  ךְ פָֽלֶ כוּ  תָּ֣מְ  פֶּ֗יהָ   וְ֝כַ ר  שׁ֑וֹ י כִּ חָ֣ה בַ  לְּ שִׁ יהָ  דֶ    

    糸取り棒に手を伸ばし、手に糸巻きをつかむ。

イスラエルの失敗を踏み直し、最初のアダムを終わらせるために、イェシュアは罪のない生涯を送られる

必要がありました。その生涯を表すのが義の象徴である亜麻布の衣です。

ここではイェシュアが歩まれた生涯を、亜麻布を織るための「機織り」に譬えています。

イェシュアが亜麻の糸を手に入れ「糸取り棒」や「糸巻き」に象徴される機織り機を用いて義の衣を織り

上げていきます。

サタンの度重なる誘惑の中で、決してその誘惑に屈することなく、イェシュアはその生涯を通して亜麻布

の衣を織り上げたのです。

それは十字架の贖いによって、信じる者たちにその衣を与えるためでした。

十字架上でイェシュアは最後に言われました。「完了した」と。

この時、イェシュアが織り上げた亜麻布の義の衣が、信じる者たちに着せられたのです。
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כַּ֭  ן׃  יֽוֹ בְ אֶ חָ֥ה לָֽ  לְּ שִׁ דֶ֗יהָ  יָ וְ֝ נִ֑י   עָ שָׂ֣ה לֶ  רְ פָּ הּ  פָּ     

    苦しむ人に手を差し出し、貧しい人に手を差し伸べる。

「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげ

ます。 わたしは心が柔和でへりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負って、わたしから学

びなさい。そうすれば、たましいに安らぎを得ます。」  (マタイ 11：28)

 

「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人たちのものだからです。」  (マタイ 5:3) 

 

イェシュアは苦しむ人々に手を差し出して休息を与え、心の貧しい人々に手を差し伸べて真の安らぎを与

えてくださいます。

それはイェシュアの霊が人の内に宿ることによって成されることであり、それがイェシュアのくびきを負

うことです。

そしてそれが「しっかりした妻」を見つけることでもあるのです。
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לֹ     נִֽים׃   שָׁ בֻ֥שׁ   תָ֗הּ לָ י בֵּ֝ כִּ֥י כָל־ ג  שָּׁ֑לֶ    תָ֣הּ מִ י בֵ רָ֣א לְ י א־תִ    

    家の者のために雪を恐れることはない。家の者はみな、紅の衣服で身を包んでいるから。

聖書の中で「雪」はその白さのゆえに、罪の赦しの象徴であり、また雨と並んで天から注がれる聖霊の象

徴としても用いられます。しかし、この箇所ではツァラアトを示す表現として使われています。

 

「主はまた、彼に言われた。「手を懐に入れよ。」彼は手を懐に入れた。そして出した。

なんと、彼の手はツァラアトに冒され、雪のようになっていた。」  (出エジプト 4：6)

 

ツァラアトは宗教的な汚れを意味する病で、罪の象徴です。

神との交わりが完全に断たれ、神に近づくことが出来ない状態、つまり死と滅び意味します。

家の者とはイスラエルの残りの者を筆頭に、イェシュアを信じて御国に招かれた者たちのことで、彼らが

身を包んでいる「紅の衣服」とは、イェシュアの血潮による贖いを表します。彼らはイェシュアを信じて

悔い改め、イェシュアの贖いによる罪の赦しを受け取ります。

そのことのゆえに、彼らはもう雪に象徴された「滅び」を恐れる必要はないと言っているのです。
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׃ מַ  הּ שָֽׁ  בוּ מָ֣ן לְ גָּ רְ אַ שֵׁ֖שׁ וְ  הּ  ה־לָּ֑ תָ עָֽשְׂ דִּ֥ים   בַ רְ    

    自分のための敷き物を作り、衣服は亜麻布と紫の撚り糸でできている。

敷き物 ד בַ רְ は、聖書の中で箴言にのみ (マルバド) מַ 2回だけ使われている語彙で、7 章では次のように

用いられています。

「 私は長椅子に敷き物 ד בַ רְ 、を、あや織りのエジプトの亜麻布を敷き  מַ

寝床を没薬、アロエ、シナモンで香らせました。」  (箴言 7：16-17)

これは寝床に敷く敷き物のことで、寝床とは、没薬、アロエ、シナモンを香らせた死の床です。

この敷き物はイェシュアの亡骸を包んだ布に象徴される「死の覆い」を意味します。イェシュアは自ら進

んで十字架にかかって死ぬ道を歩まれたことが、「自分のために敷き物を作り」と表現されているのです。

また、衣服の亜麻布はイェシュアの罪なき生涯、そして紫の撚り糸は王の象徴です。

イェシュアが十字架につかれた時、「ユダヤ人の王」と書かれた罪状書きがイェシュアの頭上に掲げられ

ました。その出来事は、イェシュアがやがて、御国で王となられることを預言していたのです。
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ץ׃ נ רֶ אָֽ נֵי־ קְ ם־זִ תּ֗וֹ עִ  בְ שִׁ  בְּ֝ הּ  לָ֑ עְ רִ֣ים בַּ  עָ שְּׁ   דָ֣ע בַּ  וֹ    

    夫は町囲みの中で人々によく知られ、土地の長老たちとともに座に着く。

夫とは、16 節でイェシュアが手に入れた畑の持ち主、「イスラエルの残りの者」のことです。

そして、「町囲みの中」とはメシア王国における、城壁の町エルサレムを指します。

完成した御国は、ユダヤ人と異邦人が兄弟としてともに住む麗しい王国ですが、ここでは神のご計画の中

で、神によって聖別された御民イスラエルが主役となります。

そのことが「夫は人々に良く知られ」という言葉に表されています。

また、長老と訳された ן 。には昔の人、先祖という意味があります (ザーケーン) זָקֵ

さらに、「土地の長老」と書かれていますが、これは神から土地の約束を賜ったイスラエルの父祖たち、

アブラハム、イサク、ヤコブを指しています。 以下は神がヤコブに語った言葉です。

 

「わたしは、アブラハムとイサクに与えた地を、あなたに与える。

　あなたの後の子孫にも、その地を与えよう。」  (創世記 35:12)
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座に就くは  ב שַׁ 。で、「御国に住む」「御国で生きる」と訳せます(ヤーシャヴ) יָ

神がイスラエルの父祖たちに語った、この土地の約束が、メシア王国において成就するのです。

「あなたの後の子孫」とは、神の悲願の成就であるイスラエルの残りの者のことです。

「見よ。なんという幸せ なんという楽しさだろう。

兄弟たちが一つになって ともに生きる ב שַׁ  ことは。」  (詩篇 133:1) (ヤーシャヴ)  יָ

 

この「 生きる」と訳された言葉が  ב שַׁ 。です(ヤーシャヴ) יָ

夫であるイスラエルの残りの者は、彼らの父祖たちとともにその御国に住むことになるのです。

エレミヤが次のように預言しています。

 「主は言われる──。わたしは彼らを、その父祖に与えた地に帰らせる。彼らはそれを所有する。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　(エレミヤ30：3)

アブラハムから始まった、神の選びの民イスラエル。何千年という時代を超えたイスラエルの人々が、

ともに救いに与り、王であるイェシュアとともに一堂に会するこの御国の祝福は、言葉では到底言い表せ

ない、麗しいものであるに違いありません。
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נִֽי׃ סָ     נַעֲ כְּ נָ֥ה לַֽ  ר נָתְ ג֗וֹ  כֹּ֑ר וַ֝חֲ   מְ ה וַתִּ תָ עָ֭שְׂ דִ֣ין      

    彼女は亜麻布の衣服を作って売り、また、帯を作って商人に渡す。 

「亜麻布の衣服を売り」「帯を作って商人に渡す」はパラレリズムで書かれており、「亜麻布」も「帯」

もイェシュアの贖いによって作られた義の衣のことです。

それを「売る」「商人に渡す」とは、この義の衣を渇いている者たち、霊の貧しい者たちに売ることです。

この衣を買う者は、その人の霊が潤され、生ける水の川がそこから湧き出します。

 

「ああ、渇いている者はみな、水を求めて出て来るがよい。金のない者も。さあ、穀物を買って食べよ。

さあ、金を払わないで、穀物を買え。代価を払わないで、ぶどう酒と乳を。」  (イザヤ 55:1) 

 

金を払わないで買えと言われているように、その代価は既にイェシュアが支払ってくださいました。

求める者はその衣を無償で買うことができるのです。
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ן׃ עֹ וֹ רֽ חֲ ם אַ י֣וֹ  חַ֗ק לְ  שְׂ שָׁ֑הּ וַ֝תִּ  בוּ דָ֥ר לְ  הָ ז־וְ    

    力と気品をまとい、ほほえみながら後の日を待つ。

「気品」は ר דָ で栄光のことです。イェシュアが力と栄光をまとうのは「天の御座」に (ハーダール) הָ

おいてです。　イェシュアは十字架と復活を通って昇天し、父なる神の右の座に着座されました。

その所でイェシュアは、再臨の日を待ち望みながら、信じる者のために執り成していてくださるのです。

 

その祈りは、イェシュアを信じる者をサタンの力から守ってくださいという、父への執り成しです。

未だ、この世はサタンの支配の中にあり、いつの時代も、神に敵対する存在が信じる者を堕落させようと

攻撃を仕掛けてきます。「ほほえみながら」と訳された ק חַ は「笑う」という意味で用いら(サーハク) שָׂ

れますが、この笑いは、喜びの笑いではなく、嘲りの笑いです。

なぜなら、後の日、終わりの時代にイェシュアは激しい怒りをもって彼らを裁かれるからです。

彼らの敗北、滅亡は既に定められているのです。
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 次の詩篇にそのことが記されています。

 

「なぜ国々は騒ぎ立ち もろもろの国民は空しいことを企むのか。

なぜ地の王たちは立ち構え 君主たちは相ともに集まるのか。主と主に油注がれた者に対して。

「さあ彼らのかせを打ち砕き 彼らの綱を解き捨てよう。」

天の御座に着いておられる方は笑い ק חַ 主はその者どもを嘲られる。」  (詩篇2:1-4) שָׂ

פִּ֭       ׃  נָֽהּ  וֹ שׁ ל־לְ ד עַ חֶ֝֗סֶ ת־ רַ תֽוֹ מָ֑ה וְ  כְ חָ חָ֣ה בְ  תְ פָּ יהָ     

    知恵をもって口を開き、その舌には恵みのおしえがある。

「多くの民族が来て言う。「さあ、主の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自分の道を私たちに教えて

くださる。私たちはその道筋を進もう。」それは、シオンからみおしえが、エルサレムから主のことばが

出るからだ。」  (イザヤ2：3)
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メシア王国では、イェシュアの教えを聞くために世界中の人々がエルサレムに集まって来ます。

そこで、彼らは直々にイェシュアが語るみ教えを聞くことが出来るのです。

そのみ教えとは、聖書の教えを超越した神聖な命の教えであると考えられます。

なぜなら、聖書に記された神のご計画は、すでにメシア王国において成就しているからです。

御国において知恵であるイェシュアの口から発せられるそのみ言葉は、聞く者の心を捕らえ、内なる喜び

で満たしてくれることでしょう。

כֵֽל׃ צ֭ לֹ֣א תֹא ל֗וּת   צְ ם עַ֝ לֶ֥חֶ  תָ֑הּ וְ י ת בֵּ כ֣וֹ י לִ יָּה הֲ פִ וֹ    

    家の者の様子をよく見守り、怠惰のパンを食べない。

イェシュアはダビデの王位に就いて、メシア王国で王として統治されます。

 

「その主権は増し加わり、その平和は限りなく、ダビデの王座に就いて、その王国を治め、さばきと正義

によってこれを堅く立て、これを支える。今よりとこしえまで。万軍の主の熱心がこれを成し遂げる。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　(イザヤ9：7)

25



 「 主は国々の間をさばき、多くの民族に判決を下す。彼らはその剣を鋤に、その槍を鎌に打ち直す。

国は国に向かって剣を上げず、もう戦うことを学ばない。」  (イザヤ2：4)

 

イェシュアは鉄の杖をもって、王国を治め、民を見守り、知恵と愛をもって彼らを養います。

王の統治は完全で、彼の王国にはとこしえに平和・シャーロームが留まり続けます。

קָ֣ ׃  הּ לָ הַֽלְ  וַֽיְ לָ֗הּ   עְ בַּ֝ ר֑וּהָ  שְּׁ   אַ וַֽיְ בָ֭נֶיהָ  מוּ     

    その子たちは立ち上がって彼女をたたえ、夫も彼女をほめたたえて言う。

「女は男の子を産んだ。この子は、鉄の杖をもってすべての国々の民を牧することになっていた。

その子は神のみもとに、その御座に引き上げられた。」  (黙示録 12：5)

女であるイスラエルの残りの者が、大患難の中で苦しんで産み落とすのが大勢の異邦人です。

「その子たち」とは、イスラエルの残りの者がしっかりした妻であるイェシュアを通して産んだ子ども、

すなわち残りの者の宣教によって救いに与る大勢の異邦人のことです。
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「立ち上がって」と訳されたヘブル語の קוּם (クーム) は復活を表す言葉であり、「その子たちは復活し

て彼女をたたえ」となります。

 

反キリストの支配の中で彼らは殉教し、復活して携挙によって天に上げられます。

 

彼らが天においてイェシュアを礼拝する光景が黙示録に記されています。

 

「その後、私は見た。すると見よ。すべての国民、部族、民族、言語から、だれも数えきれないほどの

大勢の群衆が御座の前と子羊の前に立ち、白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っていた。

彼らは大声で叫んだ。「救いは、御座に着いておられる私たちの神と、子羊にある。」」

                                                                                                                      (黙示録 7：9-10)

一方、夫であるイスラエルの残りの者も、イェシュアをほめたたえて次のように言います。
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    「力ある働きをする女は多いが、あなたは、そのすべてにまさっている」と。

נָה׃ רַ   כֻּלָּֽ ל־ לִ֥ית עַ  אַ֗תְּ עָ וְ֝ ל  חָ֑יִ וּ  עָ֣שׂ ת  בָּ֭נוֹ ת  בּ֣וֹ     

「力ある働きをする」は、「しっかりした・有能な」と同じ言葉で ל יִ 。です (ハイル) חַ

同語根の יל 、は陣痛・産みの苦しみを表す語彙で、彼女のしっかりとした働き、有能な働きは (ヒール) חִ

イェシュアが味わった産みの苦しみ、十字架の苦しみを、内に含んでいると解釈できます。

十字架と復活を通り、いのちを与える御霊となって人の霊の中に住むことにより、イェシュアはこのよう

な有能な働きをなさったのです。

新創造という人の思いを超越したイェシュアの働きが「そのすべてに勝っている」という言葉には言い表

されています。　　
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שֶׁ֣  ל׃  לָּֽ הַ תְ הִ֣יא תִ יְ֝הוָ֗ה  ת־ אַ רְ שָּׁ֥ה יִ    י אִ יֹּ֑פִ  ל הַ הֶ֣בֶ  ן וְ הַ֭חֵ ר  קֶ    

    麗しさは偽り。美しさは空しい。しかし、主を恐れる女はほめたたえられる。

ここでは女性の外面的な麗しさ、美しさには価値がないことが自明の理として書かれています。

ペテロは次のように語っています。

 

「あなたがたの飾りは、髪を編んだり金の飾りを付けたり、服を着飾ったりする外面的なものであっては

いけません。むしろ、柔和で穏やかな霊という朽ちることのないものを持つ、心の中の隠れた人を飾りと

しなさい。それこそ、神の御前で価値あるものです。」  (１ペテロ3：3-4)

 

ここに記された「心の中の隠れた人」とは人の内側に作り上げられる「柔和で穏やかな霊」という朽ちる

ことのない品性のことです。

そして、その品性を産み出すのが、「主を恐れる女」である「しっかりとした妻」の働きなのです。

 

 箴言 9：10 には「主を恐れることは知恵の初め、聖なる方を知ることは悟ることである。」とあります。
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主を恐れることは、知恵であるイェシュアの霊によって、初めて可能となります。

それはイェシュアご自身が主を恐れる霊であられ、その霊と一つとなることによって、主を恐れる者へと

造り変えられるからです。

そして、そのことを通して聖なる方を深く知り、その方の思いを悟るようになるのです。神の似姿に人を

造り変えることが神の御心であり、それを可能とするのが「主を恐れる女」であるイェシュアの霊です。

その働きのゆえに「しっかりした妻」は、ほめたたえられるのです。

׃ תְּ  יהָ שֶֽׂ  עֲ רִ֣ים מַ  עָ שְּׁ   וּהָ בַ ל֖ לְ וִֽיהַ דֶ֑יהָ  רִ֣י יָ  פְּ  הּ מִ נוּ־לָ֭    

    彼女の手が稼いだ実を彼女に与え、そのわざを町囲みの中でほめたたえよ。

彼女の手が稼いだ実とは、イェシュアの成し遂げられた御業である贖いと新創造によって、新しい命を受

け取った人々、御国に住む者とされた人々のことです。

終りの時代に神の民として回復した「イスラエルの残りの者」、後の者でありながら先の者とされた

「エックレーシア」、残りの者による祭司の働きを通して救われた「大勢の異邦人」、そして、イスラエ

ルの族長であるアブラハム、イサク、ヤコブを筆頭にした「旧約の聖徒たち」。
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贖いの御業によってイェシュアの手が稼いだこれら人々が、御国の民として王イェシュアに与えられます。

彼らはエルサレムの城門を通って入国し、イェシュアが治めるメシア王国においてイェシュアのその偉大

な御業をほめたたえます。

友のためにいのちを捨て、とこしえのいのちの祝福へと招いてくださるイェシュアのその大いなる御業を、

招かれた全ての者たちが声高らかにほめたたえる時が、やがてやって来るのです。

 ベアハリート 

「わたしは א アーレフであり、ת ターヴである」とのみ言葉通りに、א  アーレフから始まり ת ターヴ

に至る 22 のヘブル文字すべてが、イェシュアを証していることを箴言から見てきました。

人となって来られたイェシュアは、罪なき完全な生涯を歩まれ、十字架の死によって人間の罪を贖ってく

ださいました。

さらに、復活されたイェシュアは「いのちを与える御霊」となって信じる者の内に住まわれ、人を新創造

するために働かれます。

 

このことは終りの日に、恵みと嘆願の霊が注がれたイスラエルの残りの者の上に成されます。
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イェシュアは「しっかりした妻」として夫である彼らの内に働き、彼らを通して大勢の異邦人を救いに

導くのです。

こうして御国の民が集められ、イェシュアの再臨によってメシア王国は完成します。

御民イスラエルが回復し、そこに異邦人が連なり、神によって造られた全ての者たちがともに住む御国。

この御国では、神であり人である、１人の王イェシュアによって、とこしえに安定した統治がなされます。

今、そのイェシュアは、私たち信じる者の内に住んでおられ、「しっかりした妻」として私たちを導き、

すでにその統治を始めておられるのです。

「 三一の神の霊」「 イェシュアの霊」そして「 しっかりした妻」が、私たちの霊とともにあります。

                                                                                                           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2026 . 7 . 22　泉　　直
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